
 令和８年度 自治会連合会・友々大学（高齢者教室）・女性学級合同学習の足跡 

 テーマ 講  師 開  催  日  時 
参加者数/会員数 

（出席率） 

 心豊かな人間関係づくりをめざして 市人権学習室指導員 安田孝子さん 令和８年８月３日（月）10:00 ～ 11:10 
2８名／７３名 

（３８.４％） 

学 

習 

の 

様 

子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参 

加 

者 

か 

ら 

の 

ア 

ン 

ケ 
ー 
ト 

結 

果 

満足度の状況 

満足度    凡 例      回答数   割合  

５ 大いに満足した ３名 11.6％ 

  １名 3.8％ 

４ 満足した １５名 57.7％ 

  ４名 15.4％ 

３ どちらとも言えない ２名 7.7％ 

  ０名  

２ 少し不満 1 名 3.8％ 

  ０名  

１ 全く不満 ０名  

 2 6 / 2 6 名 100％ 
 

参加者からの意見・感想(一部のみ掲載) 

 

 

全体満足度 

（3.5 以上） 

89.5％ 

 日常の人間関係の中で、何気ない言葉に大きく傷つけられ

る場合があり、相手の立場や状況、感覚を理解してかかわる

努力を怠ることなく継続することについて考える、「安心し

て、気持ちよく生活するための技を磨こう」と題した地域人

権学習会を実施しました。 

ハラスメントについての説明場面では、パワー、モラル、

カスタマー、セクシャル、ジェンダー、マリッジ、エイジ、

バタニティ、など多岐に渡ることが分かりました。新聞のコ

ラム欄の例をもとに、ハラスメントと相手に感じさせないよ

うに、同義の言葉の言い換え方を考える場面では、「難しいの

ぉ、こりゃあ!…」などの声が聞かれ、こちらの発言意図と、

相手の受け取り方のずれを生まない伝え方の難しさを実感す

ることができました。 

客と店員のやりとりで考えるカスハラ防止教材や、家族や

地域、自治会における人間関係を再考するビデオを視聴し、

「どちらもお互い相手を思いやる」ことの大切さを再認識す

ることができました。自分の人権意識を更新する努力を絶や

さないことが大事だと感想を述べられる方もおられました。 

凡例 

50%～ 
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〇知らず知らず自分もハラスメントしていることにきがつきました。 

〇相手を思いやる気持ちを行動と言葉で。相手の気持ちを理解する。(2 名) 

〇若い人との意見を共有をするのに話し方が大事。 

〇自分では、分かっているつもりでも、理解できていない事もたくさんあ

り、協力をしていこうと思います。心豊かなぬくもりのある地域であること

を誇りに思いました。 

〇普段何気なく話している中で、多くのハラスメントがあるとは気づきませ

んでした。言葉を言い換えたり、相手の立場で考えたり、よく話し合ったり

することで気持ちよく生活できることがよく分かりました。 

〇ちょっとした言葉で、ハラスメントになる。 

 


